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ずは導⼊となる内容をまとめました。



目 次

まえがき

第1章 システム数理の学び
1.1 システム数理とは
1.2 システム数理を学ぶ視点

第2章 データとモデリング
2.1 データのいろいろ
2.2 データの尺度⽔準
2.3 モデリング

第3章 データに対する統計処理
3.1 統計がもたらすもの
3.2 基本統計量
3.3 データ間の統計量
3.4 記述統計から推測統計へ

第4章 モデリング:�数学的視点
4.1 線形と⾮線形
4.2 関係式
4.3 多次元データ

第5章 モデリング:�図的視点
5.1 グラフ
5.2 有向グラフと⾏列
5.3 グラフの応⽤

第6章 モデリング:�関係的視点
6.1 データを整理するには
6.2 問題点のあるリレーショナルデータモデルの例
6.3 リレーショナルデータモデルを整理するには

第7章 モデリング:�論理的視点
7.1 仕様を書くには
7.2 述語論理式とは
7.3 述語論理式の例：半順序
7.4 状態変化に関する仕様

第8章 モデリング:�状態遷移的視点
8.1 解の探索をするには
8.2 どんなモデルで表現するか
8.3 複雑なモデルを簡単に作るには

第9章 モデリング:�計算理論的視点
9.1 計算とは
9.2 計算機のモデル化
9.3 問題のモデル化
9.4 計算の複雑さ

第10章 モデリング:�情報理論的視点
10.1 情報とは
10.2 情報源のモデル化
10.3 通信路のモデル化
10.4 符号化

第11章 モデリング:�暗号理論的視点
11.1 暗号とは
11.2 暗号技術のモデル化
11.3 攻撃者のモデル化
11.4 安全性のモデル化

第12章 モデリング演習:�多次元データ分析
12.1 グラフにおける距離の扱い
12.2 多次元データの扱い

第13章 モデリング演習:�システム検証
13.1 ⽔の分割問題
13.2 状態遷移系の表現⽅法
13.3 ⽔の最短移動回数の計算

第14章 モデリング演習：セキュアシステム
14.1 計算理論的視点
14.2 情報理論的視点
14.3 暗号理論的視点

演習の解答
あとがき

著者紹介
秋吉�政徳（あきよし�まさのり）
1987年3⽉京都⼤学⼤学院⼯学研究科数理⼯学専攻修了、同年4⽉三菱電機中央研究所、2005年4⽉⼤阪⼤学⼤学
院情報科学研究科、2012年4⽉広島⼯業⼤学情報学部を経て、2014年4⽉神奈川⼤学⼯学部教授。2023年4⽉同情
報学部教授、情報学部⻑。1996年3⽉京都⼤学より博⼠（⼯学）を授与。電気学会フェロー。

藤岡�淳（ふじおか�あつし）
1990年3⽉東京⼯業⼤学⼤学院理⼯学研究科電気・電⼦⼯学専攻博⼠課程修了、⼯学博⼠。同年4⽉⽇本電信電話
株式会社⼊社、同年5⽉NTT情報通信処理研究所、2012年4⽉NTTセキュアプラットフォーム研究所を経て、2013
年4⽉神奈川⼤学⼯学部教授。2023年4⽉同情報学部教授。

⻄澤�弘毅（にしざわ�こうき）
2006年3⽉東京⼤学⼤学院情報理⼯学系研究科コンピュータ科学専攻博⼠課程修了、博⼠（情報理⼯学）。2003年
4⽉産業技術総合研究所、2007年8⽉東北⼤学⼤学院情報科学研究科、2008年10⽉⿃取環境⼤学環境情報学部を経
て、2013年4⽉神奈川⼤学⼯学部准教授。2023年4⽉同情報学部教授。


